


















まえがぎ

　屈折異常については,これを眼内組織の様々な屈折要素の組合せによって生

ずると考え,またその値が連続的に分布することから,これを量的形質として把

えられると考えることができる(中島等,1968)。一方,屈折異常を正視であるか

そうでないかを簡単に区別でぎる質的形質とする考えもあり,この見地から近

視を単因子として解析している報告もある(古庄,1956,Karls-on,1973,1975)。


